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問題 1 次の関数を微分して下さい。
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問題 2 次の関数を微分してください。
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解答例
問題 1
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(2) これは x > 0で定義された関数です。

まずは対数微分法でやってみましょう。f(x) = 0となる点はありません：
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あるいは、指数関数の合成に変形するやり方もあります：
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となります。

問題 2
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です。
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